
※2入院時と退院時の機能的自立度評価（FIM）を用いて、どのくらい回復したかを点数化し、入院期間を所定の計算式に当てはめて算出。
厚生労働省は「40」以上を基準としており、実績指数の数値が大きいほど、リハビリテーションの効果が高いといわれています。


